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1．は じめ に

　 チベ
ッ ト高原は 、平均標高約 4500m の 大規模 山 岳地帯

で あ る、内陸高標 高地 域の た め 、大気 中の 水蒸 気 量 が 少

ない に も関 わ らず、夏 季 に は、山岳 地 形 に 起 因 した 日変

化 を 伴 う活 発 な 対 流 活 動 が 観 測 され る （F叫iin＆mi 　 and

Yasunari　2001）。また、大気 陸面 過 程 に 応 じた メ ソ対流系

（MCS ）の 形成 も示唆 され て い る（Sugimoto　and　Ueno　2010）。

高原 上 で 発 生 し た擾 乱 の 中に は 大 き く東進 す る 事例 が

あ り、南西 か らの 水蒸 気 輸送 を介 した梅 雨 前線活 動 の 活

発 化 に よ っ て 長 江 流 域 に 大雨 を も た らす こ とが 知 られ

て い る （Yasunari　and 　Miwa 　2006）e そ の た め．　MCS 東進

時 と非東進時 に み られ る総 観場 の 特 徴 を そ れ ぞれ 理 解

す る こ とは 重 要 で あ る が、これ まで の 研 究 で は 、デー
タ

の 制 約 に よ り、事例 毎 の 解 析 に と どま っ て い る こ とが 多

い 。そ こ で 本 研 究 で は、長期 の 時 間降水 量 データ を用 い

て チ ベ ッ ト高原 上 で 発 生 す る MCS を 抽 出 し、そ の 東 進

時 に み られ る 大 気 循 環 場 の 特 徴 を統 計 的 に 明 らか に す

る。

2．データ及び解析手法

　MCS を抽 出す る た め に 、2000−2010年 5−9月 に お ける

GSMaP −MVKver5 、222 ．1（Aenashi 　et　al．2009 ）の 時 閲 降 水 量

を用 い た。GSMaP 　MVK は水 平分解能が 0．1
°

で あ る た

め、降水 の 日 変化 を高解像で 解析で きる利点が ある。

　Evans 　and 　Shemo （1996 ）を 参 考 に 、25−40
°
N 、60−110

°

E に お い て 降水 強 度が O．5mm ！hrを超 え 4000  2
以 上 の 連

続 した 広が りを もつ 降水 域を 特 定 し、それ が 6 時 聞 以 上

継続 し た場合 を MCS と 定義 した 。本研 究で は 、高度

3000m 以 上 の 地 域 で 発 生 した MCS を解析 対 象 と し、非

東進 事例 と東進 事例 に 分 類 し た。前者 は 東 経 90°

よ り東

で 発 生 し 、東 経 115
°

よ り 西 側 で 消 滅 し た 事 例

（NEMCS ；530事 例 ）、後者は 、東経 115
°

よ り東側で 消滅

し た 事例 （EMCS ；29 事 例 ）とす る。な お、大 気 循 環 腸 の 合

成解析 に は JRA551JCDAS を、地 形 デー
タ に は SRTM30

を用 い た。

3．結果
　MCS の 発 生 数 の 分 布 を み る と、消 滅 ま で の 移 動距離

に 関わ らず、MCS の 発生 域は 高原 南東部 に集 中し た （図

1）。特に EMCS の 発 生場 所 は 高原 南東 部 に 限 られ た。

　NEMCS 発 生 時 に は 、200hPa 面 で チ ベ ッ ト高気圧 が 明

瞭 に解析され、500hPa 面 で はチ ベ ッ ト高原 東部にお い て

南西 か らの 水蒸気流入 が 卓越 した。と こ ろ が、発生 か ら

6 時問後に な る と、高原上で の 水蒸気流入 は 弱 ま り、降

水 の 正 偏差が 見 られ な くな っ た （図 2 上 ）。
一

方、EMCS

発生 時 には、高原 の 西 か ら トラ フ が接近 して お り、チベ

ッ ト高気圧 は NEMCS 発 生時 よ りも東に 張 り出 して い た。

6 時間 後 には、降水 正 偏 差域の 東 へ の 伝播 と MCS 前面

で の 継続的な水蒸気流入 が確認 され た。こ の よ うな状 況

は 36 時間後 ま で 持 続 し、結果 と し て MCS は 115
°
E よ

りも東 まで 到 達 した。つ ま り、MCS 周 辺 で の 効 率的な

水 蒸気流 入 が そ の 東進 に 対 し て 重 要 な 役 害1亅を果 た す こ

とが 示 唆 され る。

　 今 後 は、発 生 時 刻 に よ る違 い を考 慮 しつ つ 、MCS の

東 進 と MCS 周 辺 へ の 水蒸 気流 入 との 関係 に つ い て よ り

詳 し く調 べ て い く予 定で あ る。
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MCS 発生 数の 分布。実線 は 高度 3000m の 等高線 を示 す。
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図 2NEMCS （上）、EMCS （下）発生 か ら 6 時聞後 に つ い て 合成 した、
　　 500hPa 高度（m ）、500hpa 水蒸気 フ ラ ッ ク ス （g　g

．trn
　s
．±
）、6 時

　　 間 降水 強度〔mm 〆6hr）の 月平均値か らの 偏差。高度 300em の

　 　 等高線 を示 すv
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